



















































18. acカロリメ トリーによる比熱の測定 :
(1) 水晶のα-P相転移,(2) 極微量液体
八 尾 晴 彦
(1)水晶のα-β相転移近傍の比熱をac法で測定した｡その結果,中間相(IP)の存在が
確認された｡IPは冷却時で1.40±0.08Kの温度範囲で存在した｡α-IP相転移は潜熱を伴
い0.9Kの熱履歴があった｡Ⅰp-β相転移は比熱は臨界的に振舞い, また熱履歴は認められ
なかった｡比熱のジャンプは約30JmorlK~1であ'った｡測定を繰り返すと比熱のピー クの鈍
化が認められ,熱履歴が見られた｡このとき,IPの痘度範囲は1.14Kから1.3Kまで広がっ
た｡この効果は相転移させた回数には依らず,時間に依存していた｡そしてα相とβ相の各相
において annealしたところ,α柳 こ置いた方が早く進行した｡
(2)ac法で極微量(1pe程度 )の液体の比熱の絶対値を測定できる装置を試作した｡
得られる測定値の確度は2%以内であった｡
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